
■１）情報交換４点

▼「こどものまち」をやろうとしたきっかけ、動機

学生時代に大学生向け就職活動支援を行っていたが

大学生になる前に働く体験、意義を理解することが

重要であると気づき、こども向けの仕事理解の場を

創出したかった。その後、仕事だけではなくまちづくりの

観点を入れることで、仕事が有機的に絡み合う

部分を表現したい。

▼準備から参画している子どもたちは、？？人、（年齢層別に）

こども会議参加　小学生毎回１０名ほど

▼子どもたちを、どう集めるかヘの工夫、悩み

教育委員会などの後援を取得しない限り、

小学校でビラを巻いてもらえない。

ビラは総数で１５０００枚を配布している。

親とこどもの接し方。いかにうまくバランスを

とるかが、非常に難しい。

▼より主体的に参画してもらうための工夫、悩み

事前に大人向けにパンフを郵送し、本イベントの説明を

言葉にてきちんと行う。また、参加同意書もあわせてもらう。


